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G - Space
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Section (0.li Q

詞 :

I : = dgG) \ MXMJ
: = 1 V c ビ し キャり |G - stable

設定 V EJ と する
。



Bop (0.1.1 : 各 " E M.gs G

g Y = If
について

Pf of Rap 10.1.1 i

h e VCビ を fix

⑦ (

h.gThihYN@th.gだ 公 Yh 、
t )

= (h ) に )

= h (J ) = 西岡



Bop 10.1.2 :

Kv : M × M → e

再生核 は

digG-iwPfofRop10.1.2ix.YEM.gEGzfix@Kvlgx.gy
) = Kv1か4 )

⑤ = (T.tn
- ( goi.gov

"

h
= (だだに⑤
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Cor 10.1.3 !

M × M → I

Kv
が じが

①

( et Pro
p 8.3.5 )

Qv E ビ が定義 さ れた !



2 EM を fix する と

e →

f ,→ f
は
ha、

isometricisomerph.ism
で あった

( Than 8.5.2
。)

ただし

f : M → E
,
Y 1→ f (RIM )

Bop 10.1.4 :

この 対応 において

L が だ



Thin 10.1.5

1 廐 Q v4 ve j は

心 の on b

Proof of Th 10.1.5

準備 中
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2 i Sphered Former
transforms

Def 10.2.1 :

各 ft ビ について

f e E を

#Mf ( v ) = ( f . Qu ) s が

淵 副川がい ki

と おく 、



Def 10.2.2 i

E → E
.

f呼
を G 2 M a sphered

Fourin transform

と 呼ぶ



Thom 10.2.3 :

d → ピ
、

お か

は lineavisometricisomorph.im
また

、

各 f e d について

t = 高 扤」Qv



Pf of The 10.2.3 :

準備 中



Ex 10.2.4

G ここ 弘を

M : こ 正 n 角形 の 頂点集合

G 2 M : 回転
の 場合

か。 EM を fix する
、

G ? M が isotropy.free である

( i .e Nxc M .
G
"
= t e 4 )

こと から

も : M → I が 全単射 と なる こと

4 1→ RH .
4 ) が 示される

、



更に 湘。

GM Section5 の isometric

し ( Thin 5.2.1 )
ISOmorph.am

0 M の

ビ → E

Sphere
Fourin transform

も 言える
。



Ex 10.2.5

H ( ひ 、
2 ) について

I i to 、 1 ,
. .

.
n 4

J i 10 . 1 ,
.
.

.
n y

と 同一視
する .

この とき 各 i EI
,
l c J について

Qe ( i ) = ジ 科剕じ )

( け
、

Thin 9.4.6 )



n = 3 の 場合 を 考える 。

、、
{ Oi 4

f : I → a

i 1→ 4 - 2i

と おく
、

て い
10 、 はと

Claim f : J → E

l ↳ 1
8 (1=0,1)

0 ( di 2 、 3 )
し後で使う )

① Q
。
( i ) = j
Q .

( i ) = I ( 3 - 2i ) より

f = 8 Q。 +8 Q 、

これより Claim が 分かる
、



ひ = 8 の 場合 を 考える .

f : I → G と おく
、

i ↳ を ( I - 4 ) ( に 8)
Claim : I : J → G

28 ( l = 0 . 1 )

l 1→ | 26 ( l = 2 )

(後で使う )
O ( l = 3

.

. .

.
8 )

Q。 ( i ) = I
Q 、 ( i ) = I ( - 2 i + 8 )

Qz ( i ) = j (2 i 2 - 16 i +32 )

より
f = 28Q。

+ 28Q 、
t 2は2

回


